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１
月
の
各
種
相
談

 

■
行
政
相
談

▽
５
日
㈫　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

　

市
役
所 

１
階
ロ
ビ
ー

▽
８
日
㈮　

午
前
９
時
～
正
午

　

三
間
公
民
館

▽
20
日
㈬　

午
前
９
時
～
正
午

　

岩
松
公
民
館

 

■
人
権
相
談

▽
12
日
㈫　

午
後
１
時
～
４
時

　

岩
松
公
民
館

 

■
宅
地
建
物
相
談
・
住
宅
相
談

宅
地
建
物
相
談　

市
役
所 

１
階
ロ
ビ
ー

▽
12
日
㈫　

午
後
１
時
～
３
時

住
宅
相
談　

※
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

■
多
重
債
務
整
理
相
談
・
消
費
生
活
相
談

▽ 

毎
日
（
平
日
の
み
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

認
定
司
法
書
士
に
よ
る
相
談

▽
13
日
㈬　

午
後
１
時
～
４
時

　

市
役
所 

２
階
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
横

　

相
談
室
（
伊
勢
田
司
法
書
士
）

※
１
人
30
分
程
度
。
６
人
ま
で
。
要
予
約
。

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

☎
内
線
２
２
７
６

（
企
画
情
報
課
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
係
内
）

 
■
家
庭
児
童
・
婦
人
相
談

（
児
童
） 

性
格
や
生
活
習
慣
、
家
族
関
係
、 

　

学
校
生
活
、
非
行
問
題 

な
ど

（
婦
人
） 
夫
婦
問
題
、
Ｄ
Ｖ
、
そ
の
ほ
か
家

　

庭
内
の
問
題 

な
ど

▽ 

毎
日
（
平
日
の
み
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

福
祉
課
☎
内
線
２
１
５
５
・
２
１
４
２

 

■
市
民
法
律
相
談　
　
　
　

  

〈 

要
予
約 

〉

▽
15
日
㈮　

午
後
１
時
～
４
時

　

市
役
所 

７
０
２
会
議
室
（
本
多
弁
護
士
）

　

吉
田
公
民
館
（
中
村
弁
護
士
）

※
１
人
15
分
程
度
。
先
着
12
人
。

（
予
約
開
始
）
８
日
㈮ 

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
予
約
方
法
）
予
約
開
始
日
か
ら
電
話
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
受
け
付
け
ま
す
。

※ 

原
則
市
民
（
当
事
者
）
が
対
象
。
予
約

時
に
電
話
番
号
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
２
月
の
相
談
日 

２
月
19
日
㈮

　
　（
予
約
開
始
）　 

２
月
12
日
㈮

総
務
課
行
政
係
☎
内
線
２
４
１
２
・

24 

－ 

１
１
２
１

 

■
子
育
て
相
談

子
育
て
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
相
談

▽
毎
日
（
平
日
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

臨
床
心
理
士
に
よ
る
相
談
〈
要
予
約
〉

▽
８
日
㈮ 

午
前
９
時
～
午
後
４
時

福
祉
課
横
相
談
室

福
祉
課
児
童
福
祉
係
☎
内
線
３
１
２
０

 kosod
a
te-sod

a
n@

city.uw
a
jim

a
.lg

.jp  

 

■
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー 

〈
要
予
約
〉   

子
育
て
を
お
手
伝
い
し
た
い
人
（
サ
ポ
ー

ト
会
員
）
の
説
明
会
と
養
成
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。
説
明
会
の
み
の
参
加
も
可
能
。

▽
25
日
㈪　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

　

市
役
所 

２
０
２
会
議
室

（
予
約
方
法
）
18
日
㈪
ま
で
に
電
話
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

フ
ァ
ミ
・
サ
ポ
う
わ
じ
ま
（
福
祉
課
内
）

☎
４９ 

ー 

７
０
５
４
・

２４ 

ー 

１
１
６
０

 fa
m

isa
po@

city.uw
a
jim

a
.lg

.jp  

余
暇
の
ひ
と
と
き

文化協会　俳句・川柳・短歌

萌の会

初は

つ

釜が

ま

の
主
人
す
つ
く
と
身
を
運
び�

今

井

久

美

子

お
正
月
ご
先
祖
様
へ
花
手た

向む

け�

川

村

ま

ど

か

冬
の
朝
産う

ぶ

声ご

え

高
く
生
ま
れ
た
る�

木

下

さ

ち

子

さ
ざ
波
の
光
に
ま
ぎ
れ
冬ふ

ゆ

鷗か
も
め�

櫻

井

　

　

香

極ご

く

寒か

ん

の
ど
ん
と
構
へ
て
鬼お

に

瓦が
わ
ら�

櫻

井

　

良

子

飾
ら
れ
て
土
の
弾
み
を
独こ

楽ま

知
ら
ず�

森

田

　

た

み

加里場句会

晴
れ
晴
れ
と
成
人
の
日
の
写
真
館�

中

岡

　

き

ぬ

清せ
い

　ち
ょ
う
澄
の
光
た
た
へ
る
七な

ぬ

日か

粥が

ゆ�

越

智

ゆ

み

子

晩ば

ん

学が

く

の
心
あ
ら
た
に
年
迎
ふ�

土

居

　

未

紗

懐な

つ

か
し
き
方
言
ま
じ
る
御ぎ

ょ

慶け

い

か
な�

山

下

　

朝

海

竹
馬
の
高
さ
競
ひ
し
昭
和
の
子�

五
十
瀬
つ
が
や

す
り
足
で
忍
び
寄
る
老お

い

息い

き

白
し�

茅

田

　

春

恵

七
草
を
二
人
で
啜す

す

る
粥か

ゆ

の
味�

福

永

　

立

青

こ
れ
か
ら
が
余よ

生せ

い

の
ド
ラ
マ
冬
銀
河�
村

上

ク

ニ

子

鏡
餅
一
家
の
長ち

ょ
う

の
ご
と
く
あ
り�
牛

津

　

せ

つ

う
ら
若
き
母
に
ま
み
え
し
夢
は
じ
め�

稲

瀬

奈

加

枝

【
問
合
先
】
本
庁　

☎
24 

－ 

１
１
１
１

や
る
気
出
そ
百
歳
ま
で
は
ま
だ
遠
い�

荒

木

　

　

孝

挫く

じ

け
た
ら
じ
っ
と
明
る
い
空
を
見
る�

片

山

　

辰

巳

さ
わ
や
か
な
お
言
葉
努
力
感
謝
状�

中

川

ま

さ

子

マ
ン
シ
ョ
ン
に
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
雨
が
な
い�

�

西

村

美

保

子

内
閣
の
総
動
員
の
サ
イ
ン
ペ
ン�

森

　

ひ

さ

し

川柳鹿の子吟社 吉田短歌会

庭
石
に
腰
を
下お

ろ

し
て
日ひ

な

た向
ぼ
こ
妻
は
九
十
三
我
は
百
歳

�

脇

口

　

定

稔

く
れ
な
づ
む
豊ぶ

ん

後ご

水
道
の
沖お

き

合あ
い

に
町
の
灯ひ

の
ご
と
漁

い
さ
り

火び

と
も
る

�

加

賀

山

　

愛

来こ

し
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
に
違
え
ど
も
今
日
の
出
会
い
を
握
手
で
結
ぶ

�

奥

平

美

代

子

母
を
抱だ

く
腕か

い
な

力ち
か
ら

も
衰

お
と
ろ

へ
て
生し

ょ
う

死じ

の
苦く

海か

い

に
月
を
求
め
ん

�

伊
豫
路
た
く
麿


